
  

  

                                

当院では毎年「最期の生き方」と題し、薬師山セミナーを開催しております。 

今年度は「ホスピスの現場から」というテーマに基づき、大分ゆふ 

み病院の前院長であり現在は在宅クリニックを開業しておられる山岡 

憲夫先生をお迎えし「かけがえのない今を生きる―いのちの尊さとは 

―」というタイトルで基調講演をして頂きます。また、第 2 部として 

「独立型ホスピスの現場を通して、現状と課題・未来を考える」とい 

うテーマのもとパネルディスカッションを行う予定です。 

                                  ▲昨年のセミナーの様子 

 自分の最期をどう生きるか・・・その為に今をどう生きるか、一度ゆっくり考えてみるのはいか

がでしょうか。 

皆様のご参加をお待ちしております。          

 

◇日時：平成 22 年 7 月 24 日（土） 13：00～16：00（開場 12：30） 

◇会場：京都教育文化センター 

         京都市左京区聖護院川原町 4－13 TEL(075)771-4221 

◇定員：360 名（先着順 お早めにお申込み下さい） 

◇参加費：無料 

◇申込方法：氏名・住所・電話番号をご記入の上、6666 月月月月 30303030 日日日日（（（（水水水水））））までまでまでまでに、 

下記宛てに往復往復往復往復はがきにてはがきにてはがきにてはがきにてお申込み下さい。（当日消印有効） 

      ※事務管理の都合上、お 1 人様につき 1 枚の用紙でお申込み下さい。 

      ※参加証は 7 月 10 日（土）までに発送させて頂きます。 

◇宛先：薬師山病院セミナー係（担当：稲葉） 

         〒603-8479  京都市北区大宮薬師山西町 15 

◇お問合せ：075-492-1230 担当 稲葉 

 

                                                                 

～～～～                                                                                                            ～～～～私私私私たちとたちとたちとたちと一緒一緒一緒一緒にににに働働働働いてみませんかいてみませんかいてみませんかいてみませんか？～？～？～？～    

 

やくしやまでは、ホスピススタッフを募集しています。 

職種：看護師看護師看護師看護師（（（（常勤常勤常勤常勤・・・・パートパートパートパート）））） 

まずはお電話下さい。お待ちしております！！ 

問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ：：：：    ０７５０７５０７５０７５－－－－４９２４９２４９２４９２－－－－１２３０１２３０１２３０１２３０（（（（代代代代））））    担当担当担当担当：：：：稲葉稲葉稲葉稲葉    

            編集後記編集後記編集後記編集後記     

 今年は例年にない肌寒い春でしたが、梅雨の時期が近づくにつれ日も長くなり、晴れた日は真っ青な空と

植物の緑が目にまぶしい季節となりました。来院される方も日を追うごとに夏に向けた爽やかな装いの方が

多くなり、季節の移り変わりを気候だけでなく視覚的にも実感しております。 

薬師山病院は、今後も職員一同心のこもったホスピスケアに努めて参ります。皆様の忌憚のないご意見・

ご感想をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

副院長  三牧 三郎 

 

はじめまして。今年の４月から当院に着任いたしました三牧三郎でございます。 

３月までは、京都市立病院で耳鼻咽喉科医として長年働いてきました。耳鼻咽喉科領域のがん患者

さんに対しては、手術的治療・放射線治療・化学療法といった集学的治療を行ってまいりました。 

患者さんを紹介するため、薬師山病院のホームページを開いたときに、こういう仕事をするのも

いいかな、自分にあっているのではないかなと思い、転向した次第です。今までの耳鼻咽喉科医・

一医療人としての経験を活かして、別の分野で少しでも人の役に立ちたいと思っています。 

人の苦痛を取るのは、以前の職場でも、現在の職場でも同じことですが、ここに入院される方は、

治らない・死に直面しなければならないという心の苦しみをもっておられ、それらに対しても対応

していかなければなりません。また、家族の方の身体的な疲れや心の苦しみにも応じられるように

努力したいと思っています。看護師さんなど他職種の方やボランティアの皆さんと協力して、患者

さん一人ひとりの大切な時間をできるだけ穏やかに過ごしていただけるよう努めたいと思っていま

す。 

今までの経験がどれだけ活かせるか不安なところもあります。ホスピス医としては、１年生で、

皆さんにご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、先輩先生方の温かい指導のもとに頑張り

たいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

    

【【【【理理理理    念念念念】】】】    

『やくしやま』は、患 者 と家 族 、職 員 とボランティアが、 

それぞれの生 き方 を尊 重 し充 実 した生 活 を過 ごす家 である。 

【【【【基 本 方 針基 本 方 針基 本 方 針基 本 方 針 】】】】     

１．『やくしやま』は、痛 みなどの不 快 な症 状 の緩 和 に努 め、 

患 者 と家 族 がその人 らしく生 きられる家 である。 

２．『やくしやま』は、ケアを始 めたときから、死 別 後 まで、 

患 者 と家 族 へ全 人 的 ホスピスケアを行 う家 である。 

３．職 員 とボランティアは、患 者 、家 族 と共 に生 き、学 び、 

より良 いケアを提 供 する。 

〒603-8479  

京都市北区大宮薬師山西町 15 

TEL  075-492-1230（代） 

FAX  075-495-1189 

URL  http://www.yakushiyama.or.jp 

E-Mail  jimu@yakushiyama.or.jp 
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緩和医療連携緩和医療連携緩和医療連携緩和医療連携室開設室開設室開設室開設にあたってにあたってにあたってにあたって    

           副院長・緩和医療連携室長 吉田 信吾 

  

薬師山病院相談室が本年 3 月半ばより薬師山病院緩和医療連携室と名称を変更しました。緩和医

療連携室の目的は『一般病院や在宅医・訪問看護ステーション及び福祉施設等との連携を図り、緩

和医療を必要とする人が、自ら望む医療と場の選択の手助けを行い、患者・家族の限りある時間を

その人らしく過ごすことができるように支援すること』です。当院では専属の医師・看護師・医療

相談員が勤務しており、緩和医療を必要とされる方のお話をゆっくりと伺えるように体制を整えて

おります。 

緩和医療連携室では入院面談時に、紹介先主治医と医療内容の確認を行い、患者様・ご家族の求

めに応じて当院で提供できる医療とケアの内容の確認と同意を行っております。また一般社会では

ホスピスに対しての誤解が少なからずあり、その解消と理解を主たる仕事内容と考えております。

今後は各医療機関・施設へ訪問させて頂き、連携をさらに密にし、緩和医療を必要とされる患者様

の受け入れがよりスムーズにできる様になればと考えております。また、在宅での療養を求められ

る方には当院への外来受診や在宅訪問医療をされているクリニックへの紹介もさせて頂いておりま

す。 

緩和医療を求められる患者様・ご家族様に満足して頂ける受け入れ先となれる様、より一層の努

力を果たしていきたいと考えておりますので今後とも宜しくお願い致します。 

 

緩和医療連携室緩和医療連携室緩和医療連携室緩和医療連携室のののの役割役割役割役割    

                                    緩和医療連携室副室長（看護師） 酒井 和加子    
 

 連携室の役割は、一般的に入院支援、退院支援、心理的・社会的・経済的な問題に対する支援で

す。当院連携室の主たる役割は入院支援であり、その入院支援を通して患者様やご家族の心理的・

社会的・経済的な不安を少しでも和らげることができるように日々努めています。 

 連携室として最も大切にしていることは、“相談”と“面談”です。特に、入院前に頂く患者ご本

人やご家族からの相談は、殆どの場合が電話です。お顔の見えない状況で、受話器の向こう側でど

のような心境でお話頂いているのかと、その心中を考えながら話を伺います。「一度見学に・・」「お

急ぎのようなので面談に・・。」と、その話の内容からアドバイスをさせて頂きます。最初は緊張し

張り詰めたような声がホッとした声に変化し、「話を聴いてもらえただけで安心しました」「電話し

てよかった。」等と言っていただける場合もあります。時にはメールで「友人が・・」「母が・・」

という相談も受けます。その場合も同じように、その方々の思いを感じながら返信させていただき

ます。転院に関しましては、連携室間で連絡を取り合い、患者様ご家族の意向を含めた上での相談

をお受けしております。医師・看護師・医療相談員がそれぞれの専門性を発揮し、“安心”を持ち帰

って頂けるように日々頑張っております。 

                ホスピスホスピスホスピスホスピスにににに対対対対するするするする誤解誤解誤解誤解？？？？？？？？？？？？    ～～～～よくあるよくあるよくあるよくある質問質問質問質問～～～～ 

 最近は緩和医療の啓蒙活動によって、ホスピスについての理解は徐々に広まってきていますが、

まだまだ誤った“うわさ”がホスピスへの“ためらい”に繋がっているように感じます。誤解を解

く魔法はないものでしょうか。きっと地道な広報活動しかないのでしょうが、これを 

読んでくださったお一人お一人がホスピスへの誤解を解く魔法使いになってくださる 

ことを願っています。 

 

『『『『告知告知告知告知をしていないとをしていないとをしていないとをしていないと入院入院入院入院できないできないできないできない？』？』？』？』    

A） 緩和ケアを受けるにあたっては、患者様が病名・症状を理解していることが望ましいと言わ 

れています。実際、大部分の患者様は告知を受けて来院されます。但し、高齢者や認知力の 

低い方の告知はあえて行う必要はないと考えます。 

 

『『『『酸素酸素酸素酸素やややや点滴点滴点滴点滴などなにもしてくれないのではなどなにもしてくれないのではなどなにもしてくれないのではなどなにもしてくれないのでは？』？』？』？』    

A） CT や MRI などの治療方針を決定するような検査機器の準備はありませんが、ホスピスは病 

院ですので患者様の苦痛緩和の為の医療の準備はあります。肺炎などの症状に対する抗生剤 

の治療や酸素療法、水分補給の点滴などもできます。 

 

『『『『入院費用入院費用入院費用入院費用がものすごくがものすごくがものすごくがものすごく高高高高いいいい？？？？医療保険医療保険医療保険医療保険がきかないがきかないがきかないがきかない？』？』？』？』    

A）いいえ。一般病院と同様で医療保険や医療費助成制度をご利用頂けます。 

   一般病院に入院されるのと同じです。特別な環境を望まれなければ差額室料もかかりません。 

 

『『『『面談面談面談面談したらしたらしたらしたら絶対絶対絶対絶対にににに入院入院入院入院しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない？』？』？』？』    

A）いいえ。面談したからといって必ず入院する必要はありません。 

   その時、その状況に応じて「安心」の為の面談と考えてください。 

 

『『『『面談後面談後面談後面談後、、、、外来外来外来外来・・・・入院入院入院入院までまでまでまで半年半年半年半年くらいくらいくらいくらい待待待待たないといけないたないといけないたないといけないたないといけない？』？』？』？』    

A）面談して頂いた時期にもよりますが、面談から入院までの期間は一定ではありません。その

時によって随分差があります。又、その方の緩和医療の必要度によっても 

変わってきます。しかし、半年待って頂いている方はおられません。早 

い方は数日以内、遅い方でも 4 週間程度です。 

 

『『『『入院入院入院入院したらしたらしたらしたら退院退院退院退院できないできないできないできない？』？』？』？』    

 A）そのようなことはありません。不快な症状のコントロール目的で短期入院（7～10 日）され 

ている方もおられます。退院後は当院外来の通院にて症状の経過を観察させて頂きます。ま

た、患者様・ご家族様の希望に沿って在宅への連携も行っています。 

 

      病院の見学・相談、面談は予約制で行っています。 

お問い合わせ等は電話又はメールにてお待ちしております。  

緩和医療連携室 担当 酒井    TEL   075-492-1230（代） 

                        E-mail  sakai@yakushiyama.or.jp 


